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上

條
　

駿

は
じ
め
に

後
漢
代
の
郊
祀
制
度
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
、
元
始
故
事
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
役
割
は
、
前
漢
の
理
想
的
礼
制
を
後
漢
が
受
け
継
ぐ
と
い
う
王
朝
の
意
思
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

1
（

。
一
方
で
目
黒
杏
子
氏
は
後

漢
の
郊
祀
制
度
と
元
始
故
事
と
の
間
に
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
儒
家
経
典
の
枠
外
に
あ
る
群
小
の

神
々
ま
で
も
、
皇
帝
主
宰
の
祭
祀
体
系
に
取
り
込
む
も
の
で
あ
る
こ
と
、
儒
家
か
ら
は
離
れ
た
多
く
の
世
界
観
が
、
皇
帝
中
心
の
秩
序
の

中
に
包
摂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
ほ
か
、
宗
廟
制
に
関
し
て
も
元
始
故
事
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
２
）

。
し

か
し
『
後
漢
書
』
張
純
伝
に
禘
祫
の
祭
祀
が
元
始
五
年
に
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
（
３
）

、
宗
廟

制
全
体
の
構
造
や
祭
祀
の
方
式
に
関
し
て
元
始
故
事
を
受
け
継
い
だ
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
史
料
は
、
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
。

安
居
香
山
氏
は
、
後
漢
代
に
お
け
る
制
礼
作
楽
の
運
動
が
緯
書
思
想
と
密
接
に
関
連
し
た
受
命
改
正
思
想
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
制
礼
作
楽
運
動
と
受
命
改
制
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
（
４
）
、
元
始
故
事
が
前
漢
ま
で
の
制
度
の
祖
型
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
宗
廟
制
は
前
漢
に
お
い
て
儒
家
官
僚
や
外
戚
の
政
治
闘
争
と
深
く
関
連
し
、
漢

一
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家
故
事
と
儒
家
の
理
想
的
な
礼
制
で
あ
る
故
制
と
の
相
違
も
相
ま
っ
て
官
僚
間
の
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
（
５
）

。
ま
た
そ
う
し
た
議
論
は
、
儒

家
的
礼
制
と
そ
の
世
界
観
の
中
に
皇
帝
権
力
を
相
対
的
に
位
置
づ
け
る
方
向
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
６
）
。

そ
れ
な
ら
ば
、
後
漢
代
に
お
い
て
従
来
元
始
故
事
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
宗
廟
制
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
構

造
を
も
ち
、
そ
の
思
想
的
根
底
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
問
題
を
後
漢
の
政
治
状
況
と
と
も
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
後
漢
王
朝
が
ど
の
よ
う
な
体
制
を
理
想
と
し
、
そ
の
中
に
お
け
る
皇
帝
権
力
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
光
武
帝
期
の
宗
廟
制
の
変
遷
を
追
い
、

そ
の
全
体
像
と
元
始
故
事
と
の
関
連
性
を
当
該
時
期
の
政
治
状
況
と
と
も
に
論
じ
る
。

１
、
後
漢
に
お
け
る
「
礼
楽
分
崩
」

『
後
漢
書
』
儒
林
伝
上
の
序
に
、
以
下
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

昔
王
莽
、
更
始
之
際
、
天
下
散
乱
、
礼
楽
分
崩
、
典
文
残
落
。
及
光
武
中
興
、
愛
好
経
術
、
未
及
下
車
、
而
先
訪
儒
雅
、
採
求
闕
文
、

補
綴
漏
逸
…
…
。
於
是
立
五
経
博
士
、
各
以
家
法
教
授
、
易
有
施
、
孟
、
梁
丘
、
京
氏
、
尚
書
欧
陽
、
大
小
夏
侯
、
詩
斉
、
魯
、
韓
、

礼
大
小
戴
、
春
秋
厳
、
顔
、
凡
十
四
博
士
、
太
常
差
次
総
領
焉
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
王
莽
期
か
ら
両
漢
交
替
期
の
社
会
は
、
そ
の
混
乱
に
よ
り
「
礼
楽
分
崩
」
し
、「
典
文
残
落
」
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。『
後
漢
書
』
に
は
、
儒
林
伝
を
除
い
て
「
礼
楽
分
崩
」
と
い
う
文
言
は
み
ら
れ
な
い
が
、『
後
漢
書
』
張
純
伝
に
は
、

純
在
朝
歴
世
、
明
習
故
事
。
建
武
初
、
旧
章
多
闕
、
每
有
疑
議
、
輒
以
訪
純
、
自
郊
廟
婚
冠
喪
紀
礼
儀
、
多
所
正
定
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
武
初
期
に
は
「
旧
章
」
が
多
く
闕
け
て
い
た
た
め
、
光
武
帝
は
故
事
に
精
通
す
る
張
純
を
招
き
諮
問
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
「
郊
廟
婚
冠
喪
紀
の
礼
儀
」
と
い
っ
た
各
種
儀
礼
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、お
な
じ
く
『
後
漢
書
』
張
純
伝
に
、

二
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建
武
二
十
六
年
の
こ
と
と
し
て
、

二
十
六
年
、
詔
純
曰
、
禘
、
祫
之
祭
、
不
行
已
久
矣
。
三
年
不
為
礼
、
礼
必
壊
。
三
年
不
為
楽
、
楽
必
崩
。
宜
拠
経
典
、
詳
為
其
制
。

純
奏
曰
、
礼
、
三
年
一
祫
、
五
年
一
禘
。
…
…
、
斯
典
之
廃
、
於
茲
八
年
、
謂
可
如
礼
施
行
、
以
時
定
議
。
帝
従
之
、
自
是
禘
、祫
遂
定
。

と
あ
り
、
張
純
が
宗
廟
に
お
け
る
禘
祫
の
祭
祀
に
つ
い
て
、
諮
問
を
う
け
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
の
ほ
か
張
純
は
礼
楽
制
度
に
関
し
て
、

し
ば
し
ば
光
武
帝
か
ら
諮
問
を
う
け
た
よ
う
で
あ
る
（
７
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
建
武
年
間
の
は
じ
め
旧
章
が
多
く
闕
け
て
い
た
と
い
う
の
は
、

礼
楽
制
度
に
未
完
成
な
部
分
が
存
在
し
た
、
す
な
わ
ち
「
礼
楽
分
崩
」
の
状
況
と
同
一
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
漢
交
替
期
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
後
漢
書
』
杜
林
伝
に
、

初
為
郡
吏
。
王
莽
敗
、
盜
賊
起
、
林
与
弟
成
及
同
郡
范
逡
、
孟
冀
等
、
将
細
弱
俱
客
河
西
。

と
あ
る
ほ
か
、
同
書
桓
栄
伝
に
も
、

莽
敗
、
天
下
乱
。
栄
抱
其
経
書
与
弟
子
逃
匿
山
谷
、
雖
常
飢
困
而
講
論
不
輟
、
後
復
客
授
江
淮
間
。

と
あ
り
、
の
ち
に
王
朝
の
各
種
制
度
構
築
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
儒
家
官
僚
が
、
混
乱
を
避
け
て
中
央
か
ら
地
方
へ
と
逃
避
し
て
い
た
（
８
）

。

ま
た
、
狩
野
直
禎
氏
は
建
武
年
間
初
期
の
光
武
帝
集
団
が
、
王
朝
と
し
て
の
か
た
ち
を
整
え
る
た
め
に
学
者
や
儒
家
官
僚
を
中
枢
に
置
く

必
要
性
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
９
）

。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
た
と
き
、
後
漢
初
期
に
お
け
る
礼
楽
制
度
の
構
築
が
、
政
権
内
に
お
け

る
礼
楽
や
故
事
に
精
通
し
た
儒
家
官
僚
お
よ
び
学
者
層
の
不
足
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
宗
廟
制
の
面
に
お
い
て
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
建
武
二
年
に
洛
陽
に
立
て
ら
れ
た
高
廟
に
つ
い
て
、『
後
漢
書
』

光
武
帝
紀
建
武
二
年
春
正
月
の
条
に
、

壬
子
、
起
高
廟
、
建
社
稷
於
洛
陽
、
立
郊
兆
于
城
南
、
始
正
火
徳
、
色
尚
赤
。
是
月
、
赤
眉
焚
西
京
宮
室
、
発
掘
園
陵
、
寇
掠
関
中
。

大
司
徒
鄧
禹
入
長
安
、
遣
府
掾
奉
十
一
帝
神
主
、
納
於
高
廟
。

と
あ
る
。
建
武
二
年
洛
陽
に
高
廟
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
後
鄧
禹
が
長
安
よ
り
持
ち
帰
っ
た
前
漢
十
一
帝
の
神
主
を
こ
こ
に
納
め
た
。
し
か

し
こ
の
洛
陽
高
廟
に
つ
い
て
、『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
の
劉
昭
注
に
は
、

三
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旧
儀
曰
、
故
孝
武
廟
。
古
今
注
曰
、
於
洛
陽
校
官
立
之
。

と
あ
る
。『
漢
旧
儀
』
と
『
古
今
注
』
と
で
異
な
っ
た
説
を
載
せ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
は
じ
め
か
ら
宗
廟
と
し
て
新
た
に
建
設

さ
れ
た
施
設
で
は
な
く）
11
（

、
既
存
の
施
設
を
再
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
お
け
る
神
主
の
祀
り
方
に
関
し
て
も
、
先
述
の
光

武
帝
紀
の
李
賢
注
に
は
、

衛
宏
旧
漢
儀
曰
、
已
葬
収
主
、
為
木
函
、
蔵
廟
太
室
中
西
壁
坎
中
。
去
地
六
尺
一
寸
、
祭
則
立
於
坎
下
。

と
あ
り
、
経
書
の
中
に
は
み
ら
れ
な
い
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た）
11
（

。
そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
張
純
伝
に
対
し
、『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
で
は
、

二
十
六
年
、
有
詔
問
張
純
、
禘
祫
之
礼
不
施
行
幾
年
。
純
奏
、
礼
、
三
年
一
祫
、
五
年
一
禘
。
毀
廟
之
主
、
陳
於
太
祖
、
未
毀
廟
之

主
、
皆
升
合
食
太
祖
、
五
年
再
殷
祭
。
旧
制
、
三
年
一
祫
、
毀
廟
主
合
食
高
廟
、
存
廟
主
未
嘗
合
。
元
始
五
年
、
始
行
禘
礼
。
父
為

昭
、
南
嚮
、
子
為
穆
、
北
嚮
。
父
子
不
並
坐
、
而
孫
従
王
父
。
禘
之
為
言
諦
。
諦
諟
昭
穆
、
尊
卑
之
義
。
以
夏
四
月
陽
氣
在
上
、
陰

氣
在
下
、
故
正
尊
卑
之
義
。
祫
以
冬
十
月
、
五
穀
成
熟
、
故
骨
肉
合
飲
食
。
祖
宗
廟
未
定
、
且
合
祭
。
今
宜
以
時
定
。
語
在
純
傳
。

と
、
光
武
帝
に
よ
る
諮
問
の
あ
と
に
張
純
伝
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
回
答
を
載
せ
る
。
祭
祀
志
下
で
は
光
武
帝
が
、「
禘
祫
之
礼
不
施
行
幾
年
」

と
質
問
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
回
答
が
、
張
純
伝
の
「
禘
、
祫
之
祭
、
不
行
已
久
矣
。」
と
い
う
文
言
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
祭
祀
志

下
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
張
純
の
回
答
に
は
「
元
始
五
年
、
始
行
禘
礼
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
始
五
年
に
初
め
て
禘
祫
の
祭
祀
が

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
両
漢
交
替
期
の
混
乱
に
よ
っ
て
建
武
二
十
六
年
ま
で
中
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
建
武
年
間
初
期
の
宗
廟
制
に
は
施
設
そ
の
も
の
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
祭
祀
方
法
な
ど
と
い
っ
た
面
で
、
儒
家
の
理
想

と
す
る
形
式
が
整
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
宗
廟
も
含
め
た
礼
制
上
の
不
備
が
「
礼
楽
分
崩
」
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、「
分
崩
」
し
た
礼　

楽
制
度
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
と
構
造
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

四
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２
、
建
武
十
九
年
ま
で
の
廟
制
と
政
治
状
況

　『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
に
は
、

光
武
帝
建
武
二
年
正
月
、
立
高
廟
于
洛
陽
。
四
時
祫
祀
、
高
帝
為
太
祖
、
文
帝
為
太
宗
、
武
帝
為
世
宗
、
如
旧
。
余
帝
四
時
春
以
正

月
、
夏
以
四
月
、
秋
以
七
月
、
冬
以
十
月
及
臘
、
一
歲
五
祀
。

と
あ
る
。
こ
の
時
、
高
帝
を
太
祖
、
文
帝
を
太
宗
、
武
帝
を
世
宗
と
す
る
こ
と
、「
如
旧
」
で
あ
っ
た
。
高
帝
と
文
帝
に
関
し
て
は
問
題

な
い
が
、
武
帝
に
つ
い
て
は
前
漢
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
た
。
最
終
的
に
武
帝
を
高
帝
、
文
帝
と
同
じ
く
世
宗
と
し
て

永
世
祀
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
は
、
哀
帝
期
に
劉
歆
ら
古
文
学
派
の
主
張
を
取
り
入
れ
て
以
降
で
あ
る
。
藤
川
正
數
氏
は
、
劉
歆
ら
の
主

張
が
不
毀
廟
に
常
数
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
武
帝
の
廟
は
そ
の
功
徳
か
ら
考
え
て
も
不
毀
廟
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
点
と
、
皇
考
廟
、

恭
考
廟
と
い
っ
た
親
廟
は
宗
廟
の
中
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
武
帝
の
廟
は
七
廟
制
の
上
か
ら
み
て
も
親
尽
廟
に
当
た
ら
な
い
と
い
う

論
点
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）
12
（

。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
二
つ
の
論
点
は
こ
れ
以
降
の
後
漢
の
宗
廟

制
を
み
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、「
如
旧
」
と
い
う
の
が
、
上
記
の
よ
う
な
前
漢
の
流
れ
を

継
承
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
王
莽
は
こ
の
時
の
劉
歆
の
説
を
も
と
に
、
元
始
四
年
に
宣
帝
を
中
宗
、
元
帝
を
高
宗
と

し
て
、
不
毀
廟
と
す
る
こ
と
を
上
奏
し
、
採
用
さ
れ
て
い
る）
13
（

。
し
か
し
建
武
二
年
の
段
階
で
は
宣
帝
、
元
帝
に
関
し
て
は
な
に
も
言
及
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
点
で
の
「
如
旧
」
が
、
た
だ
ち
に
元
始
故
事
を
採
用
し
た
こ
と
を
指
す
と
断
言
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま

た
、
先
述
の
よ
う
に
洛
陽
高
廟
そ
の
も
の
の
構
造
と
祭
祀
方
法
も
儒
家
経
典
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り

こ
の
時
点
で
元
始
故
事
に
依
拠
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

続
い
て
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
に
は
、

三
年
正
月
、
立
親
廟
洛
陽
、
祀
父
南
頓
君
以
上
至
舂
陵
節
侯
。
時
寇
賊
未
夷
、
方
務
征
伐
、
祀
儀
未
設
。

と
あ
る
。
建
武
三
年
に
光
武
帝
の
四
世
祖
の
親
廟
が
立
て
ら
れ
た
。
本
来
元
始
故
事
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
廟
制
で
は
帝
位
に
就
い
て
い
な

五
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い
者
の
親
廟
を
祀
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
皇
考
廟
、
恭
考
廟
も
前
述
の
と
お
り
劉
歆
ら
の
上
奏
を
最
後
に
、
宗
廟
か
ら
は
ず
さ

れ
て
い
る
。
元
始
故
事
も
こ
の
劉
歆
ら
の
意
見
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
南
頓
君
ら
の
親
廟
を
立
て
る
こ
と
は
元
始
故

事
に
違
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
時
寇
賊
未
夷
、
方
務
征
伐
、
祀
儀
未
設
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
に
は
赤
眉
軍
を
は
じ
め
漁
陽

太
守
彭
寵
な
ど
が
反
乱
を
起
こ
し
て
お
り
、
光
武
帝
に
よ
る
親
征
も
幾
度
と
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
情
勢
が
不
安
定
で
あ
っ
た）
14
（

。
そ
う

し
た
状
況
に
よ
っ
て
い
ま
だ
宗
廟
に
お
け
る
祭
祀
の
式
次
第
も
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
が
、「
時
寇
賊
未
夷
、
方
務
征
伐
、
祀
儀
未
設
。」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
建
武
三
年
の
宗
廟
制
に
は
元
始
故
事
に
合
致
す
る
部
分
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
親
廟
の
数
が
「
四
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
前
漢
で
は
、『
礼
記
』
祭
法
篇
の
太
祖
、
二
祧
、
二
昭
、
二
穆
の
七
廟
制
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
こ
の
う
ち
二
祧
を
廟
数
に
入
れ
ず
、

し
た
が
っ
て
不
毀
廟
の
数
に
制
限
は
な
い
と
す
る
説
を
劉
歆
が
提
案
し
、
元
始
年
間
に
王
莽
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た）
15
（

。
こ
れ
に
従
う
な
ら

ば
親
廟
の
数
は
二
昭
、
二
穆
の
四
つ
で
あ
り
、
建
武
三
年
に
立
て
ら
れ
た
親
廟
の
数
が
四
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
面
に
お
い
て
、
四
親
廟
と
い
う
数
自
体
は
元
始
故
事
と
合
致
す
る
。

と
は
い
え
、
宗
廟
の
祭
祀
方
法
に
つ
い
て
王
朝
の
安
定
と
儒
家
礼
説
上
の
問
題
と
が
い
ま
だ
未
解
決
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で

あ
る
。『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
に
は
建
武
三
年
以
降
の
こ
と
と
し
て
、

至
十
九
年
、
盜
賊
討
除
、
戎
事
差
息
、
於
是
五
官
中
郎
將
張
純
与
太
僕
朱
浮
奏
議
、
礼
、
為
人
子
事
大
宗
、
降
其
私
親
。
礼
之
設
施
、

不
授
之
与
自
得
之
異
意
。
当
除
今
親
廟
四
。
孝
宣
皇
帝
以
孫
後
祖
、
為
父
立
廟
於
奉
明
、
曰
皇
考
廟
、
独
群
臣
侍
祠
。
願
下
有
司
議

先
帝
四
廟
当
代
親
廟
者
及
皇
考
廟
事
。
下
公
卿
、
博
士
、
議
郎
。
大
司
徒
涉
等
議
、
宜
奉
所
代
、
立
平
帝
、
哀
帝
、
成
帝
、
元
帝
廟
、

代
今
親
廟
。
兄
弟
以
下
、
使
有
司
祠
。
宜
為
南
頓
君
立
皇
考
廟
、
祭
上
至
舂
陵
節
侯
、
群
臣
奉
祠
。
時
議
有
異
、
不
著
。

と
あ
り
、
建
武
十
九
年
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
張
純
ら
を
中
心
と
し
て
廟
制
改
革
が
議
論
さ
れ
た
。
冒
頭
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
「
盜
賊
討
除
、
戎
事
差
息
」
と
い
っ
た
状
況
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
に
よ
れ
ば
建
武
十
二
年
に
公
孫
述

政
権
が
崩
壊
す
る
。
ま
た
同
時
に
左
右
将
軍
の
官
が
廃
止
さ
れ
た）
11
（

。
さ
ら
に
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
三
年
の
条
に
は
、

六
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於
是
法
物
始
備
。
時
兵
革
既
息
、
天
下
少
事
、
文
書
調
役
、
務
従
簡
寡
、
至
乃
十
存
一
焉
。

と
あ
る
ほ
か
、
冬
十
二
月
甲
寅
に
は
、

冬
十
二
月
甲
寅
、
詔
益
州
民
自
八
年
以
来
被
略
為
奴
婢
者
、
皆
一
切
免
為
庶
民
、
或
依
託
為
人
下
妻
、
欲
去
者
、
恣
聴
之
、
敢
拘
留

者
、
比
青
、
徐
二
州
以
略
人
法
従
事
。

と
あ
っ
て
、
益
州
で
奴
婢
と
な
っ
た
者
の
開
放
令
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど
、
王
朝
の
安
定
と
新
た
に
獲
得
し
た
益
州
の
統
治
と
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
国
内
の
混
乱
が
完
全
に
終
息
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
建
武
十
五
年
に
は
戸
口
調
査
の
詔
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
在
地
豪

族
へ
の
配
慮
か
ら
か
不
正
が
相
次
ぎ
、
光
武
帝
は
不
正
を
お
こ
な
っ
た
地
方
官
を
厳
し
く
罰
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
在
地
豪
族
の
側
か
ら

の
反
乱
が
起
こ
り
、
後
漢
王
朝
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
る）
17
（

。
狩
野
直
禎
氏
は
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
統
一
直
後
の
後
漢

王
朝
が
地
方
の
安
定
確
保
に
追
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
、
建
武
十
三
年
以
降
、
王
朝
の
枢
要
官
を
開
国
の
功
臣
か
ら

儒
家
的
な
教
養
を
身
に
着
け
た
文
官
へ
と
移
す
な
ど
、守
成
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る）
18
（

。
ま
た
、小
嶋
茂
稔
氏
は
『
後

漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
八
年
の
条
に
、「
是
歲
、
罷
州
牧
、
置
刺
史
。」
と
あ
る
こ
と
に
関
す
る
州
牧
制
か
ら
州
刺
史
制
へ
の
移
行
に
つ

い
て
論
じ
た
。
氏
は
そ
の
中
で
、
建
武
十
七
年
に
光
武
帝
と
血
縁
的
に
近
い
人
物
が
諸
侯
王
と
し
て
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
う

し
た
い
わ
ば
「
漢
家
故
事
」
的
な
国
制
の
整
備
と
と
も
に
起
こ
っ
て
く
る
諸
侯
王
封
建
と
、
前
漢
末
期
か
ら
の
儒
家
的
故
制
へ
の
転
換
と

し
て
立
ち
現
れ
て
き
た
州
牧
制
と
の
矛
盾
を
克
服
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
建
武
十
八
年
の
州
牧
か
ら
刺
史
へ
の
転
換
を
、
制
度
的
な

州
牧
お
よ
び
州
そ
の
も
の
の
地
位
の
格
下
げ
と
し
て
と
ら
え
た）
19
（

。

両
氏
の
見
解
よ
り
考
察
す
る
と
、
公
孫
述
政
権
の
崩
壊
を
機
に
国
内
の
統
一
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
後
漢
王
朝
は
、
新
し
く
獲
得
し

た
益
州
を
含
む
国
内
の
安
定
化
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
戸
口
調
査
や
奴
婢
解
放
あ
る
い
は
血
縁
者
の
諸
侯
王
封
建

と
、
現
実
の
政
治
状
況
に
対
応
し
た
制
度
改
革
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
守
成
へ
の
転
換
が
結
実
し
、
王
朝
の
支
配
が
軌
道

に
乗
り
始
め
た
状
況
が
、
祭
祀
志
下
の
「
盜
賊
討
除
、
戎
事
差
息
」
と
い
っ
た
状
況
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
政

七
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治
状
況
の
変
化
に
伴
っ
て
未
完
成
で
あ
っ
た
宗
廟
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
再
受
命
し
た
光
武
帝
に
よ
っ
て
漢

が
復
興
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
も
は
や
讖
緯
の
予
言
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
段
階
に
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
を
理
念
的
に
支
え
る
も
の
で
も
あ
る
は
ず
の
宗
廟
制
が
、
儒
家
の
理
想
的
礼
制
に
そ
ぐ
わ
な
い
ば
か
り
か
前
漢
の
制
度
と
も
相

違
し
て
い
る
中
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
張
純
な
ど
の
儒
家
官
僚
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

３
、三
帝
遷
祀
お
よ
び
元
帝
廟
の
扱
い

　
張
純
ら
が
問
題
と
し
た
の
は
建
武
三
年
に
立
て
ら
れ
た
四
親
廟
で
あ
っ
た
。
光
武
帝
が
前
漢
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
以
上
、
帝
位
に
就

い
て
い
な
い
南
頓
君
ら
を
祀
る
こ
と
は
礼
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
四
世
祖
は
親
廟
で
祀
ら
ず
、
前
漢
の
諸
帝
の

中
か
ら
親
廟
で
祀
る
皇
帝
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
、
四
世
祖
の
た
め
に
は
別
に
皇
考
廟
を
立
て
、
皇
帝
親
祭
で
は
な
く
臣
下
に
そ
の

祭
祀
を
お
こ
な
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
を
有
司
に
議
論
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。
光
武
帝
が
有
司
に
議
論
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
四
親
廟
で
は
元

帝
、
成
帝
、
哀
帝
、
平
帝
を
祀
り
、
南
頓
君
ら
の
扱
い
に
関
し
て
は
張
純
ら
の
主
張
と
同
様
の
処
遇
が
求
め
ら
れ
た
。

『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
は
、
こ
れ
に
対
し
て
光
武
帝
が
出
し
た
詔
を
載
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

上
可
涉
等
議
、
詔
曰
、
以
宗
廟
処
所
未
定
、
且
祫
祭
高
廟
。
其
成
、
哀
、
平
且
祠
祭
長
安
故
高
廟
。
其
南
陽
舂
陵
歲
時
各
且
因
故
園

廟
祭
祀
。
園
廟
去
太
守
治
所
遠
者
、
在
所
令
長
行
太
守
事
侍
祠
。
惟
孝
宣
帝
有
功
徳
、
其
上
尊
号
曰
中
宗
。
於
是
洛
陽
高
廟
四
時
加

祭
孝
宣
、
孝
元
、
凡
五
帝
。
其
西
廟
成
、
哀
、
平
三
帝
主
、
四
時
祭
於
故
高
廟
。
東
廟
京
兆
尹
侍
祠
、
冠
衣
車
服
如
太
常
祠
陵
廟
之

礼
。
南
頓
君
以
上
至
節
侯
、
皆
就
園
廟
。
南
頓
君
稱
皇
考
廟
、
鉅
鹿
都
尉
稱
皇
祖
考
廟
、
鬱
林
太
守
稱
皇
曾
祖
考
廟
、
節
侯
称
皇
高

祖
考
廟
、
在
所
郡
県
侍
祠
。

八
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と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
成
帝
、
哀
帝
、
平
帝
の
三
帝
を
長
安
の
故
高
廟
に
遷
し
、
南
頓
君
ら
は
、
建
武
十
七
年
に

修
繕
さ
れ
た
園
廟
で）
21
（

在
所
の
太
守
、
令
長
に
祭
祀
を
お
こ
な
わ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
宣
帝
の
功
徳
を
慮
り
、
中
宗
の
尊
号

を
贈
る
こ
と
も
新
た
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
中
宗
の
尊
号
に
つ
い
て
、
中
川
裕
志
氏
は
、
光
武
帝
が
宣
帝
を
「
中
興
之
主
」
と
し
て
賞
賛

し
、
同
時
に
「
王
覇
雑
柔
」
た
る
宣
帝
の
政
治
に
自
ら
の
政
治
を
な
ぞ
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
己
の
権
威
の
正
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い

う
、
政
治
的
な
意
図
の
も
と
で
こ
の
尊
号
が
贈
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
光
武
帝
自
身
を
「
中
興
之
主
」
と
し
て
宣
揚
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、図
讖
に
よ
っ
て
蔓
延
し
て
い
た
漢
王
朝
復
活
へ
の
希
求
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
宣
帝
に
「
中
宗
」
の
尊
号
を
贈
る
こ
と
は
、
図
讖
を
軸
と
し
た
一
連
の
政
策
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る）
21
（

。
ま
た
「
中
宗
」
の
尊
号
は
光
武
帝
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
元
始
四
年
に
王
莽
に
よ
っ
て
贈
ら
れ
た）
22
（

。
そ
の
点

で
は
元
始
故
事
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
元
帝
に
対
し
て
は
尊
号
が
贈
ら
れ
て
い
な
い
。
祭
祀
志
下
で
は
、「
於
是
洛
陽
高
廟
四
時

加
祭
孝
宣
、
孝
元
、
凡
五
帝
。」
と
し
て
い
る
。
十
九
年
ま
で
の
不
毀
廟
で
あ
っ
た
三
帝
に
加
え
、
新
た
に
宣
帝
と
、
元
帝
を
加
え
た
五

帝
を
不
毀
廟
と
し
て
四
時
に
祭
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
帝
が
不
毀
廟
と
し
て
扱
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、『
続
漢
書
』
祭
祀
志

下
に
、光

武
皇
帝
崩
、
明
帝
即
位
、
以
光
武
帝
撥
乱
中
興
、
更
為
起
廟
、
尊
号
曰
世
祖
廟
。
以
元
帝
於
光
武
為
穆
、
故
雖
非
宗
、
不
毀
也
。

後
遂
為
常
。

と
あ
り
、
光
武
帝
が
崩
じ
て
世
祖
廟
が
立
て
ら
れ
た
際
、
元
帝
は
光
武
帝
に
と
っ
て
は
穆
に
あ
た
る
た
め
、
宗
号
は
な
い
が
不
毀
廟
と
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
以
降
常
例
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
穆
と
は
、
宗
廟
に
お
け
る
昭
穆
の
序
列
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
後
述
す
る
が
、
後
漢
で
は
光
武
帝
を
前
漢
か
ら
数
え
て
九
世
代
目
の
皇
帝
と
し
た
。
通
常
二
代
目
が
昭
、
三
代
目
が
穆
の
列
に
祀

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
八
世
代
目
の
元
帝
は
昭
の
列
に
あ
る
は
ず
で
あ
る）
23
（

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
上
記
の
祭
祀
志
下
の
記
述
を
ど
う
考

え
れ
ば
よ
い
の
か
。
蔡
邕
の
『
独
断
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

九
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光
武
中
興
、
都
洛
陽
、
乃
合
高
祖
以
下
至
平
帝
為
一
廟
、
蔵
十
一
帝
主
于
其
中
、
元
帝
于
光
武
為
禰
、
故
雖
非
宗
而
不
毀
也
。

す
な
わ
ち
元
帝
の
廟
が
光
武
帝
に
と
っ
て
父
の
廟
で
あ
る
禰
廟
に
あ
た
る
た
め
に
、
宗
号
は
な
い
も
の
の
不
毀
廟
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、『
独
断
』の
記
述
の
ほ
う
が
元
帝
を
不
毀
廟
と
し
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
首
肯
で
き
る
。
ま
た
、お
な
じ
く
蔡
邕
の『
蔡
中
郎
集
』

巻
九
宗
廟
迭
毀
議
に
は
、

孝
元
皇
帝
世
在
弟
八
、
光
武
皇
帝
世
在
弟
九
、
故
以
元
帝
為
考
廟
、
尊
而
奉
之
。
孝
明
遵
制
、
亦
不
敢
毀
。
元
帝
于
今
朝
九
世
、
以

七
廟
言
之
、
則
親
尽
、
宜
数
、
以
宗
廟
言
之
、
則
非
所
宗
。

と
あ
る
。
蔡
邕
は
、
献
帝
の
初
平
年
間
に
宗
廟
の
改
革
を
求
め
て
上
奏
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
上
奏
文
の
一
部
で
あ
る）
24
（

。
こ
こ
で
、

元
帝
の
廟
が
初
平
年
間
ま
で
毀
た
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
以
宗
廟
言
之
、
則
非
所
宗
。」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
や
は
り
元
帝
に
は
宗
号
が
な
か
っ
た
。『
独
断
』
と
祭
祀
志
と
の
記
述
の
違
い
は
問
題
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
元
帝
に

宣
帝
の
よ
う
な
尊
号
は
後
漢
を
通
し
て
贈
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
初
平
年
間
ま
で
そ
の
廟
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
宣
帝
の
扱
い
に
関
し
て
は
元
始
故
事
を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
元
帝
の
扱
い
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

他
方
、
祭
祀
志
下
の
光
武
帝
の
詔
で
は
、
成
、
哀
、
平
の
三
帝
を
長
安
故
高
廟
で
祀
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。『
独
断
』
巻
下
に
は
、

文
帝
、
弟
雖
在
三
、
礼
、
兄
弟
不
相
為
後
、
文
帝
即
高
祖
子
、
于
恵
帝
、
兄
弟
也
、
故
不
為
恵
帝
後
而
為
弟
二
、
宣
帝
弟
次
昭
帝
、

史
皇
孫
之
子
、
于
昭
帝
為
兄
、
孫
以
係
祖
、
不
得
上
与
父
斉
、
故
為
七
世
。
光
武
雖
在
十
二
、
于
父
子
之
次
、
于
成
帝
為
兄
弟
、
為

于
哀
帝
為
諸
父
、
于
平
帝
為
父
祖
、
皆
不
可
為
之
後
。
上
至
元
帝
于
光
武
為
父
、
故
上
継
元
帝
而
為
九
世
。
故
河
図
曰
、
赤
、
九
世

会
昌
、
謂
光
武
也
。
十
世
以
光
、
謂
孝
明
也
。
十
一
以
興
、
謂
孝
章
也
。
成
雖
在
九
、
哀
雖
在
十
、
平
雖
在
十
一
、
不
称
次
。

と
あ
り
、
三
帝
は
光
武
帝
と
同
世
代
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
下
の
世
代
に
あ
た
る
た
め
、「
兄
弟
不
相
為
後
」
と
い
う
礼
説
上
の
原
則
に
よ

り）
25
（

、
光
武
帝
を
こ
の
三
帝
の
後
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
三
帝
を
除
外
し
て
光
武
帝
を
元
帝
の
子
に
あ
た
る
九
世
代
目
の
皇

帝
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
河
図
な
ど
の
緯
書
に
み
ら
れ
る
「
九
世
」
と
い
う
の
が
、
光
武
帝
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

一
〇
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る
の
で
あ
る
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
九
年
春
正
月
庚
子
の
条
に
は
、
祭
祀
志
下
の
詔
と
同
内
容
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
附

さ
れ
た
李
賢
注
に
も
、『
漢
官
儀
』
の
記
述
と
し
て
『
独
断
』
と
同
内
容
の
説
を
載
せ
て
い
る）
21
（

。
平
秀
道
氏
は
、
緯
書
に
お
け
る
「
九
世
」

と
光
武
帝
と
の
関
連
付
け
と
そ
れ
に
よ
る
三
帝
遷
祀
を
、
宗
廟
制
に
緯
書
思
想
を
根
底
と
し
た
改
変
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
の
一
例
で
あ
る

と
し
た）
27
（

。

緯
書
に
み
ら
れ
る
「
九
世
」
は
、
本
来
は
光
武
帝
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
成
帝
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た）
28
（

。
し
か
し
漢
王
朝
復
興
へ
の

希
求
と
と
も
に
光
武
帝
が
即
位
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
後
漢
王
朝
の
正
統
性
を
緯
書
思
想
の
上
か
ら
後
押
し
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
利

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
平
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
光
武
帝
の
詔
に
よ
っ
て
宗
廟
制
も
後
漢
王
朝
の
正
統
性
を
示
す
も
の
と
し
て
利
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
そ
の
た
め
の
三
帝
遷
祀
と
連
動
し
て
、元
帝
と
光
武
帝
と
の
間
に
擬
制
的
父
子
関
係
が
結
ば
れ
る
結
果
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
由
と
し
て
、
元
帝
の
廟
は
つ
い
に
献
帝
の
初
平
年
間
ま
で
不
毀
廟
と
し
て
存
続
し
た
。
す
な
わ
ち
、
元
帝
が
不

毀
廟
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
三
帝
遷
祀
の
思
想
的
根
底
に
あ
る
緯
書
思
想
を
背
景
と
し
た
廟
制
改
革
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
宣
帝
と
元
帝
の
扱
い
は
元
始
故
事
を
継
承
す
る
と
い
う
方
向
性
で
は
相
違
す
る

も
の
の
、
緯
書
思
想
を
根
底
と
し
た
改
変
と
い
う
面
で
は
、
三
帝
遷
祀
と
合
わ
せ
て
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

４
、
建
武
二
十
六
年
の
改
革

最
後
に
本
稿
の
冒
頭
で
も
引
用
し
た
建
武
二
十
六
年
の
記
述
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
的
根
底
に
つ
い
て
は
安
居
氏
の
精
緻
な
論
考
が
あ

る
た
め
そ
ち
ら
に
譲
る
と
し
て）
29
（

、
主
に
背
景
と
な
っ
た
政
治
状
況
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
た
い
。
建
武
二
十
六
年
に
お
い
て
は
、
す

で
に
み
て
き
た
よ
う
に
禘
祫
祭
の
実
施
と
洛
陽
高
廟
に
お
け
る
昭
穆
の
序
列
を
整
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
禘
祫
祭
に
関
し
て
は
こ
れ

一
一
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も
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
張
純
が
「
元
始
五
年
、
始
行
禘
礼
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
元
始
故
事
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に

確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
祭
祀
志
下
に
は
、

上
難
復
立
廟
、
遂
以
合
祭
高
廟
為
常
。
後
以
三
年
冬
祫
五
年
夏
禘
之
時
、
但
就
陳
祭
毀
廟
主
而
已
。

と
あ
り
、ま
た
前
掲
の
張
純
の
回
答
に
も
「
祖
宗
廟
未
定
、且
合
祭
。」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、張
純
は
宗
廟
が
未
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、

高
廟
に
お
い
て
合
祭
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
光
武
帝
も
ま
た
新
た
な
廟
を
立
て
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
た
め
、
つ
い
に
高
廟
で
合
祭

す
る
こ
と
が
常
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
31
（

。
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
洛
陽
高
廟
は
建
武
二
年
に
こ
れ
が
起
こ
さ
れ
た
際
、
洛
陽
に

も
と
も
と
存
在
し
た
な
ん
ら
か
の
施
設
を
再
利
用
し
て
い
た
た
め
、
理
想
的
な
宗
廟
の
機
能
を
備
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
建
武
二
十
六
年
に
至
っ
て
禘
祫
祭
の
実
施
と
昭
穆
の
序
列
を
整
備
す
る
時
、
高
廟
そ
の
も
の
も
理
想
的
な
宗
廟
の
構
造
に
建
て
替
え

る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
漢
書
』
巻
九
十
九
王
莽
伝
下
に
は
、
王
莽
が
前
述
の
劉
歆
の
説
に
従
っ
て
長
安
に
起
こ
し
た
宗

廟
の
構
造
と
そ
の
費
用
に
つ
い
て
、

太
初
祖
廟
東
西
南
北
各
四
十
丈
、
高
十
七
丈
、
余
廟
半
之
。
為
銅
薄
櫨
、
飾
以
金
銀
琱
文
、
窮
極
百
工
之
巧
。
帯
高
増
下
、
功
費
数

百
鉅
万
、
卒
徒
死
者
万
数
。

と
あ
り
、
宗
廟
の
工
費
が
数
百
鉅
万
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
後
漢
王
朝
の
財
政
状
況
は
、『
後
漢
書
』
伏
湛
伝
に
、
建
武
二
年
の

漁
陽
太
守
彭
寵
の
反
乱
に
対
し
て
光
武
帝
が
親
征
し
よ
う
と
す
る
の
を
諫
め
た
言
葉
の
中
に
、

今
京
師
空
匱
、
資
用
不
足
、
未
能
服
近
而
先
事
辺
外
、
且
漁
陽
之
地
、
逼
接
北
狄
、
黠
虜
困
迫
、
必
求
其
助
。

と
あ
り
、
成
立
当
初
は
親
征
た
め
の
費
用
に
も
事
欠
く
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
無
論
、
こ
う
し
た
状
況
は
国
内
の
統
一
と
と
も

に
改
善
に
は
向
か
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
統
一
以
降
幾
度
か
の
巡
幸
や
南
陽
の
園
廟
お
よ
び
長
安
の
宮
室
修
繕
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
多
く
の
費
用
が
こ
ち
ら
に
充
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る）
31
（

。
ま
た
、
宗
廟
と
と
も
に
儒
家
の
理
想
と
す
る
都
市

の
施
設
と
し
て
前
漢
後
期
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
た
三
雍
の
建
設
が
、
光
武
帝
の
晩
年
に
あ
た
る
中
元
元
年
に
ま
で
遅
れ
た
こ
と
や）
32
（

、
明
帝

期
に
入
っ
て
も
、
明
帝
が
倹
約
を
重
視
し
た
た
め
に
新
た
な
廟
は
世
祖
廟
を
建
設
す
る
に
と
ど
め
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も）
33
（

、
こ
の

一
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時
儒
家
の
理
想
と
す
る
宗
廟
の
建
設
が
、
財
政
的
な
理
由
か
ら
躊
躇
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
光
武
帝
期
の
宗
廟
制
の
変
遷
を
追
い
、
こ
れ
が
ど
の
程
度
元
始
故
事
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
思

想
的
根
底
と
背
景
と
な
っ
た
政
治
状
況
と
の
関
連
と
を
考
察
し
た
。
ま
ず
全
体
と
し
て
光
武
帝
期
の
宗
廟
制
は
、
元
始
故
事
に
依
拠
し
た

部
分
が
み
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
態
が
、
徐
々
に
張
純
の
進
言
に
よ
っ
て

元
始
故
事
に
依
拠
し
た
も
の
へ
と
移
行
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
中
で
緯
書
の
予
言
で
あ
る
「
中
興
の
祖
」
と
し
て
の
光
武
帝
像
が
、
国
内

の
統
一
と
守
成
へ
の
転
換
と
い
う
現
実
の
政
治
状
況
と
と
も
に
顕
在
化
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
建
武
十
九
年
と
建
武
二
十
六
年
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
廟
制
改
革
も
、
完
全
に
元
始
故
事
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
は
言
え

な
い
。
こ
の
二
つ
の
改
革
に
関
し
て
、
張
純
ら
臣
下
の
側
に
よ
る
「
中
興
の
祖
」
と
し
て
の
光
武
帝
の
位
置
づ
け
よ
り
も
、
光
武
帝
自
身

の
側
に
よ
る
よ
り
緯
書
の
予
言
に
沿
っ
た
皇
帝
観
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
て
い
た
。
ま
た
、
政
治
的
な
問
題
と
し
て
財
政
の
不
安
が
こ
の

時
点
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
廟
制
だ
け
で
な
い
礼
楽
制
度
全
般
に
わ
た
る
諸
々
の
問
題

は
、
中
元
二
年
に
光
武
帝
が
崩
御
し
た
こ
と
に
よ
り
、
明
帝
に
引
き
継
が
れ
る）
34
（

。
今
後
は
、
明
帝
期
の
礼
制
改
革
や）
35
（

、
章
帝
期
の
白
虎
観

会
議
と
い
っ
た
事
例
も
含
め
、
光
武
帝
期
よ
り
継
続
し
た
礼
楽
制
度
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

そ
し
て
そ
の
思
想
的
根
底
と
政
治
と
の
関
連
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

註
（1）
元
始
故
事
に
つ
い
て
は
、渡
邊
義
浩『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』（
雄
山
閣
、一
九
九
五
）、『
王
莽　

改
革
者
の
孤
独
』（
大
修
館
書
店
、

一
三
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二
〇
一
二
）、
目
黒
杏
子
「
後
漢
郊
祀
制
と
『
元
始
故
事
』」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
六
号
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。
具
体
的

に
は
、
前
漢
平
帝
の
元
始
年
間
に
王
莽
主
導
で
お
こ
な
わ
れ
た
一
連
の
祭
祀
制
度
改
革
を
指
す
。

（2）
目
黒
杏
子
氏
、
註
（1

）
前
掲
論
文
参
照
。

（3）
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上
に
は
、「
建
武
元
年
、
光
武
即
位
于
鄗
、
為
壇
営
於
鄗
之
陽
。
祭
告
天
地
、
采
用
元
始
中
郊
祭
故
事
。」
と
あ

り
、
光
武
帝
が
即
位
し
、
天
地
に
祭
告
し
た
際
に
は
元
始
故
事
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（4）
安
居
香
山
「
後
漢
に
お
け
る
受
命
改
制
と
緯
書
思
想
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
五
一
号
、
一
九
六
六
）
参
照
。
氏
は
後
漢
の
制
礼

作
楽
運
動
が
受
命
改
制
思
想
を
背
景
と
し
、
前
漢
ま
で
の
礼
楽
制
度
の
理
想
形
と
し
て
元
始
故
事
を
と
ら
え
、
そ
の
中
に
後
漢
王
朝

の
礼
楽
制
度
と
皇
帝
権
力
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（5）
鷲
尾
裕
子
「
前
漢
祖
宗
廟
制
度
の
研
究
」（『
立
命
館
文
學
』
五
七
七
号
、
二
〇
〇
二
）、
藤
川
正
數
「
前
漢
時
代
に
お
け
る
宗
廟
礼

説
の
変
遷
と
そ
の
思
想
的
根
底
」（『
東
方
学
』
二
八
号
、
一
九
六
四
）、
田
天
「
西
漢
末
年
的
国
家
祭
祀
改
革
」（『
歴
史
研
究
』
第

二
期
、
二
〇
一
四
）
参
照
。

（6）
西
嶋
定
生
「
皇
帝
支
配
の
成
立
」（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）、
板
野
長
八　
『
古
代
中
国
に
お
け
る
人
間
観

の
展
開
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
）
参
照
。

（7）
『
後
漢
書
』
張
純
伝

時
南
單
于
及
烏
桓
来
降
、
辺
境
無
事
、
百
姓
新
去
兵
革
、
歲
仍
有
年
、
家
給
人
足
。
純
以
聖
王
之
建
辟
雍
、
所
以
崇
尊
礼
義
、
既
富

而
教
者
也
。
…
…
、
欲
具
奏
之
。
未
及
上
、
会
博
士
桓
栄
上
言
宜
立
辟
雍
、
明
堂
、
章
下
三
公
、
太
常
、
而
純
議
同
栄
、
帝
乃
許
之
。

三
十
年
、
純
奏
上
宜
封
禪
、
曰
、
自
古
受
命
而
帝
、
治
世
之
隆
、
必
有
封
禪
、
以
告
成
功
焉
。
…
…
。
中
元
元
年
、
帝
乃
東
巡
岱
宗
、

以
純
視
御
史
大
夫
従
、
并
上
元
封
旧
儀
及
刻
石
文
。
三
月
、
薨
、
謚
曰
節
侯
。

（8）
こ
の
ほ
か
、『
後
漢
書
』
儒
林
伝
上
に
は
劉
昆
の
伝
と
し
て
、

王
莽
世
、
教
授
弟
子
恆
五
百
余
人
。
毎
春
秋
饗
射
、
常
備
列
典
儀
、
以
素
木
瓠
葉
為
俎
豆
、
桑
弧
蒿
矢
、
以
射
菟
首
。
…
…
。
既
而

一
四
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天
下
大
乱
、
昆
避
難
河
南
負
犢
山
中
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
鄭
興
伝
に
も
、

時
赤
眉
入
関
、
東
道
不
通
、
興
乃
西
帰
隗
囂
、
虛
心
礼
請
、
而
興
恥
為
之
屈
、
称
疾
不
起
。

と
あ
る
。

（9）
狩
野
直
禎
『
後
漢
政
治
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
）
参
照
。

（10）
『
漢
書
』
巻
二
十
五
下
、
郊
祀
志
に
、

宣
帝
即
位
、
由
武
帝
正
統
興
、
故
立
三
年
、
尊
孝
武
廟
為
世
宗
、
行
所
巡
狩
郡
国
皆
立
廟
。　

と
あ
り
、
宣
帝
の
時
に
か
つ
て
武
帝
が
巡
狩
し
た
郡
国
に
郡
国
廟
が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
校
官
に
つ
い
て
は
、
同
書
巻
八
十
九
、
循

吏
文
翁
伝
に
、

又
修
起
学
官
於
成
都
市
中
、
招
下
県
子
弟
以
為
学
官
弟
子
、
為
除
更
繇
、
高
者
以
補
郡
県
吏
、
次
為
孝
弟
力
田
。
…
…
。
至
武
帝
時
、

乃
令
天
下
郡
国
皆
立
学
校
官
、
自
文
翁
為
之
始
云
。

と
あ
り
、武
帝
の
時
に
郡
国
に
校
官
を
立
て
る
こ
と
が
布
令
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
洛
陽
に
こ
れ
ら
が
立
て
ら
れ
た
の
か
、

立
て
ら
れ
た
と
し
て
ど
こ
に
立
て
ら
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（11）
経
書
中
に
み
ら
れ
る
宗
廟
の
構
造
や
祭
祀
に
関
し
て
は
諸
橋
轍
次『
諸
橋
轍
次
著
作
集　

第
四
巻
』（
大
修
館
書
店
、一
九
七
五
）参
照
。

（12）
前
漢
ま
で
の
廟
制
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
鷲
尾
氏
お
よ
び
藤
川
氏
註
（5）
前
掲
論
文
参
照
。
不
毀
廟
は
、
天
子
七
廟
制
に
お
い
て
天
子

が
祀
る
こ
と
の
で
き
る
廟
数
七
を
越
え
て
永
世
祀
る
こ
と
が
で
き
る
廟
を
指
す
。

（13）
渡
邊
氏
註
（1）
前
掲
書
参
照
。

（14）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
、
建
武
三
年
春
正
月
の
条
に
、

三
年
春
正
月
甲
子
、
以
偏
将
軍
馮
異
為
征
西
大
将
軍
、
杜
茂
為
驃
騎
大
将
軍
、
大
司
徒
鄧
禹
及
馮
異
与
赤
眉
戦
於
回
溪
、
禹
、
異
敗
績
。

と
あ
り
、
い
ま
だ
赤
眉
軍
と
の
戦
闘
が
収
束
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
他
、
同
書
建
武
三
年
閏
月
の
条
、

一
五
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馮
異
与
赤
眉
戦
於
崤
底
、
大
破
之
、
余
眾
南
向
宜
陽
、
帝
自
将
征
之
。
己
亥
、
幸
宜
陽
。
甲
辰
、
親
勒
六
軍
、
大
陳
戎
馬
、
大
司
馬

吳
漢
精
卒
当
前
、
中
軍
次
之
、
驍
騎
、
武
衛
分
陳
左
右
。
赤
眉
望
見
震
怖
、
遣
使
乞
降
。
丙
午
、
赤
眉
君
臣
面
縛
、
奉
高
皇
帝
璽
綬
、

詔
以
属
城
門
校
尉
。
戊
申
、
至
自
宜
陽
、
己
酉
、
詔
曰
、
群
盜
縦
横
、
賊
害
元
元
、
盆
子
竊
尊
号
、
乱
惑
天
下
。
朕
奮
兵
討
擊
、
応

時
崩
解
、
十
余
萬
眾
束
手
降
服
、
先
帝
璽
綬
帰
之
王
府
。

ま
た
同
書
建
武
三
年
三
月
壬
寅
の
条
、

彭
寵
陷
薊
城
、
寵
自
立
為
燕
王
。

な
ど
が
あ
る
。

（15）
藤
川
氏
註
（5）
前
掲
論
文
、
諸
橋
氏
註
（11）
前
掲
書
参
照
。
両
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
宗
廟
に
お
け
る
廟
の
数
は

『
礼
記
』
祭
法
篇
と
同
書
王
制
篇
と
で
異
な
っ
た
説
を
載
せ
て
い
る
。
前
漢
に
お
い
て
は
祭
法
篇
が
古
文
学
派
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、

一
方
王
制
篇
が
今
文
学
派
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
た
め
に
は
げ
し
い
論
争
と
な
っ
た
。
今
古
文
の
論
争
と
政
治
に
つ
い
て
は
、
湯
志

鈞
『
西
漢
経
学
与
政
治
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
参
照
。

（16）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
二
年
冬
十
一
月
戊
寅
の
条

　

冬
十
一
月
戊
寅
、
吳
漢
、
臧
宮
与
公
孫
述
戦
於
成
都
、
大
破
之
。
述
被
創
、
夜
死
。
辛
巳
、
吳
漢
屠
成
都
、
夷
述
宗
族
及
延
岑
等
。

　

同
書
光
武
帝
紀
建
武
十
三
年
夏
四
月
の
条

　

夏
四
月
、
大
司
馬
吳
漢
自
蜀
還
京
師
、
於
是
大
饗
将
士
、
班
勞
策
勳
。
功
臣
増
邑
更
封
、
凡
三
百
六
十
五
人
。
其
外
戚
恩
澤
封
者

四
十
五
人
。
罷
左
右
将
軍
官
。
建
威
大
将
軍
耿
弇
罷
。

（17）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
五
年
夏
六
月
の
条　
　
　
　

�

詔
下
州
郡
検
覈
墾
田
頃
畝
及
戶
口
年
紀
、
又
考
実
二
千
石
長
吏
阿
枉
不
平
者
。

同
書
光
武
帝
紀
建
武
十
六
年
秋
九
月
の
条

秋
九
月
、
河
南
尹
張
伋
及
諸
郡
守
十
余
人
、
坐
度
田
不
実
、
皆
下
獄
死
。
郡
国
大
姓
及
兵
長
、
群
盜
處
處
並
起
、
攻
劫
在
所
、
害
殺

一
六
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長
吏
。
郡
県
追
討
、
到
則
解
散
、
去
復
屯
結
。
青
、
徐
、
幽
、
冀
四
州
尤
甚
。

（18）
狩
野
氏
註
（9）
前
掲
書
参
照
。
氏
は
こ
の
中
で
奴
婢
開
放
令
や
戸
口
調
査
は
、
王
朝
初
期
の
財
政
難
を
解
消
す
る
目
的
の
も
と
で
お
こ

な
わ
れ
た
施
策
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（19）
小
嶋
茂
稔
『
後
漢
国
家
統
治
の
構
造
と
展
開
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。

（20）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
七
年
冬
十
月
甲
申
の
条

甲
申
、
幸
章
陵
。
修
園
廟
、
祠
旧
宅
、
観
田
廬
、
置
酒
作
楽
、
賞
賜
。
…
…
。
十
二
月
、
至
自
章
陵
。

（21）
中
川
裕
志
「
光
武
帝
の
宣
帝
観
」（『
史
学
論
叢
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
二
）、「
光
武
帝
の
宣
帝
観
―
―
補
論
―
―
」（『
ゆ
け
む
り
史

学
』
第
七
号
、
二
〇
一
三
）
参
照
。

（22）
藤
川
氏
註
（5）
前
掲
論
文
、
中
川
氏
註
（17）
前
掲
論
文
参
照
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
十
二
平
帝
紀
元
始
四
年
の
条
に

安
漢
公
奏
立
明
堂
、
辟
雍
。
尊
孝
宣
廟
為
中
宗
、
孝
元
廟
為
高
宗
、
天
子
世
世
献
祭
。

と
あ
り
、
宣
帝
と
元
帝
の
廟
を
永
世
祀
る
よ
う
定
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（23）
諸
橋
氏
註
（11）
前
掲
書
参
照
。
た
だ
し
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
に
は

太
祖
東
面
、
恵
、
文
、
武
、
元
帝
為
昭
、
景
、
宣
帝
為
穆
。
恵
、
景
、
昭
三
帝
非
殷
祭
時
不
祭
。

と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
元
帝
を
昭
の
列
に
置
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
祭
祀
志
下
の
中
に
も
こ
う
し
た
相
違
が
み
ら

れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（24）
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下
に
、

献
帝
即
位
。
初
平
中
、
相
国
董
卓
、
左
中
郎
将
蔡
邕
等
以
和
帝
以
下
、
功
徳
無
殊
、
而
有
過
差
、
不
応
為
宗
、
及
余
非
宗
者
追
尊
三

后
、
皆
奏
毀
之
。
四
時
所
祭
、
高
廟
一
祖
二
宗
、
及
近
帝
四
、
凡
七
帝
。

と
あ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
献
帝
紀
初
平
元
年
の
条
に
、

是
歲
、
有
司
奏
、
和
、
安
、
順
、
桓
四
帝
無
功
徳
、
不
宜
称
宗
、
又
恭
懷
、
敬
隱
、
恭
愍
三
皇
后
並
非
正
嫡
、
不
合
称
后
、
皆
請
除

一
七
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尊
号
。
制
曰
、
可
。

と
あ
る
。
献
帝
紀
で
は
上
奏
は
有
司
に
よ
る
も
の
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、上
奏
の
内
容
は
祭
祀
志
下
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
蔡
邕
の
上
奏
が
初
平
元
年
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

（25）
福
井
重
雅
『
訳
注
西
京
雑
記
・
独
断
』（
東
方
書
房
、
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
経
書
に
該
当
す
る
記
述
が
み
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。『
漢

書
』
巻
八
十
一
孔
光
伝
に
は

綏
和
中
、
上
即
位
二
十
五
年
、
無
継
嗣
、
至
親
有
同
産
弟
中
山
孝
王
及
同
産
弟
子
定
陶
王
在
。
…
…
。
上
以
礼
兄
弟
不
相
入
廟
、
又

皇
后
、
昭
儀
欲
立
定
陶
王
、
故
遂
立
為
太
子
。
光
以
議
不
中
意
、
左
遷
廷
尉
。

と
あ
り
、「
礼
兄
弟
不
相
入
廟
」
と
い
う
類
似
し
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
漢
書
』
巻
九
十
九
上
王
莽
伝
上
に
も

平
帝
疾
、
莽
作
策
、
請
命
於
泰
畤
、
戴
璧
秉
圭
、
願
以
身
代
。
…
…
。
時
元
帝
世
絶
、
而
宣
帝
曾
孫
有
見
王
五
人
、
列
侯
広
戚
侯
顕

等
四
十
八
人
、
莽
惡
其
長
大
、
曰
、
兄
弟
不
得
相
為
後
。
乃
選
玄
孫
中
最
幼
広
戚
侯
子
嬰
、
年
二
歲
、
託
以
為
卜
相
最
吉
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
兄
弟
不
得
相
為
後
」
と
い
う
類
似
し
た
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
前
漢
代
に
は
こ
の
語

が
経
書
の
文
言
と
し
て
あ
る
程
度
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（26）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
九
年
春
正
月
庚
子
の
条
、
李
賢
注

漢
官
儀
曰
、
光
武
弟
雖
十
二
、
於
父
子
之
次
、
於
成
帝
為
兄
弟
、
哀
帝
為
諸
父
、
平
帝
為
祖
父
、
皆
不
可
為
之
後
、
上
至
元
帝
光
武

為
父
、
故
上
継
元
帝
而
為
九
代
、
故
河
圖
云
、
九
會
昌
謂
光
武
也
、
然
則
宣
帝
為
曽
祖
、
故
追
尊
及
祠
之
。

（27）
平
秀
道
「
王
莽
と
符
命
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
五
三
号
、
一
九
五
六
）
参
照
。

（28）
安
居
香
山
、
中
村
璋
八
（
共
著
）『
緯
書
の
基
礎
的
研
究
』（
漢
魏
文
化
研
究
会
、
一
九
六
六
）、『
緯
書
思
想
の
総
合
的
研
究
』（
国

書
刊
行
会
、
一
九
八
四
）
参
照
。
安
居
氏
は
、「
九
世
」
の
語
が
あ
る
緯
書
が
成
帝
期
に
夏
賀
良
ら
方
士
に
よ
っ
て
、
九
代
目
で
あ

る
成
帝
の
時
代
に
漢
が
中
興
す
る
こ
と
を
希
求
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（29）
安
居
氏
註
（4）
前
掲
論
文
参
照
。

一
八
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（30）
た
だ
し
、「
上
難
復
立
廟
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
金
子
修
一
「
中
国
―
―
郊
祀
と
宗
廟
と
明
堂
及
び
封
禅
」（『
古
代
中
国
と
皇

帝
祭
祀
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
）、
一
三
一
頁
注
（34）
で
は
こ
れ
を
も
っ
て
光
武
帝
が
前
漢
と
同
様
に
、
皇
帝
陵
に
付
随
す
る
旁
廟

を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。

（31）
た
と
え
ば
、
註
（20）
の
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
七
年
冬
十
月
甲
申
の
条
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
十
九
年
秋
九
月

の
条

秋
九
月
、
南
巡
狩
。
壬
申
、
幸
南
陽
、
進
幸
汝
南
南
頓
県
舍
、
置
酒
会
、
賜
吏
人
、
復
南
頓
田
租
歲
。
父
老
前
叩
頭
言
、
皇
考
居
此

日
久
、
陛
下
識
知
寺
舍
、
毎
来
輒
加
厚
恩
、
願
賜
復
十
年
。
帝
曰
、
天
下
重
器
、
常
恐
不
任
、
日
復
一
日
、
安
敢
遠
期
十
歲
乎
。
吏

人
又
言
、
陛
下
実
惜
之
、
何
言
謙
也
。
帝
大
笑
、
復
増
一
歲
。
進
幸
淮
陽
、
梁
、
沛
。

さ
ら
に
同
じ
く
建
武
十
九
年
の
条
に
は

是
歲
、
復
置
函
谷
関
都
尉
。
修
西
京
宮
室
。

と
あ
り
、
長
安
の
宮
室
が
修
繕
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
十
年
春
二
月
戊
子
の
条
に
は

二
十
年
春
二
月
戊
子
、
車
駕
還
宮
。

と
あ
る
た
め
、
光
武
帝
の
南
陽
巡
幸
と
長
安
の
宮
室
修
繕
が
平
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（32）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
中
元
元
年
の
条

是
歲
、
初
起
明
堂
、
霊
台
、
辟
雍
、
及
北
郊
兆
域
。
宣
布
図
讖
於
天
下
。

（33）
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
下

明
帝
臨
終
遺
詔
、
遵
倹
無
起
寢
廟
、
藏
主
於
世
祖
廟
更
衣
。
孝
章
即
位
、
不
敢
違
、
以
更
衣
有
小
別
、
上
尊
号
曰
顕
宗
廟
、
間
祠
於

更
衣
、
四
時
合
祭
於
世
祖
廟
。

（34）
『
後
漢
書
』
曹
褒
伝
に
は
、

父
充
、
持
慶
氏
礼
、
建
武
中
為
博
士
、
従
巡
狩
岱
宗
、
定
封
禪
礼
、
還
、
受
詔
議
立
七
郊
、
三
雍
、
大
射
、
養
老
礼
儀
。
顕
宗
即
位
、

一
九
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大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
　
第
四
十
一
号

充
上
言
、
漢
再
受
命
、
仍
有
封
禪
之
事
、
而
礼
楽
崩
闕
、
不
可
為
後
嗣
法
。
…
…
。
帝
善
之
、
下
詔
曰
、
今
且
改
太
楽
官
曰
太
予
楽
、

歌
詩
曲
操
、
以
俟
君
子
。
拜
充
侍
中
。
作
章
句
弁
難
、
於
是
遂
有
慶
氏
学
。

と
あ
り
、
明
帝
即
位
の
段
階
で
も
「
礼
楽
崩
闕
、
不
可
為
後
嗣
法
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

（35）
藤
田
忠
「
上
陵
の
礼
よ
り
み
た
明
帝
の
礼
制
改
革
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
史
学
』
一
号
、
一
九
九
三
）、「
明
帝
の
礼
制
改
革
に
つ
い

て
―
―″
三
朝
の
礼
〟
の
成
立
過
程
―
―
」（『
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
第
二
六
号
、
一
九
九
三
）
参
照
。
氏
は
明
帝

に
よ
る
上
陵
の
礼
や
三
朝
の
礼
の
実
施
を
明
帝
期
の
礼
制
改
革
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
動
機
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。

　　

二
〇


